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カラスという鳥
こわ おそ

カ ラ スの イ メー ジ を聞 く と「怖 い」 「襲 って
あさ

くる」「ゴ ミを漁 るか ら困る」とい うが人 が と

て も多 い。 どうしてなのだ ろうか?理 由は

い くつかあるけれ ど、私たちが生活 して行 く

うえで情報 を得 る手段 はテレビや新聞 または

ネッ トか らとい う場合が多い。マスコ ミの報

道がおおげさだった り、かたよった りして本

当の ことが伝わ らない場合 もある。 よほ どカ
きょうみ

ラスに興味がない限 り自分か ら勉強 しようと

か観察 しようとは思わないのが普通だ ろう。

で も知 らない と対策 も立て られない とい うこ

とだってある。カラスのことを一度見聞 きし
とうてい

たか らって理解 出来 るなんて到底思 えない。

このお話が もっ とカラスの ことを知 りたい と

い うきっかけになればよい と思ってい る。

札幌 にはいったい どんなカラスがい るのだ

ろうか?札 幌 にはお もに2種 類のカラスが
せいそく

生 息 して い る。 「ハ シボ ソガ ラ ス(学 名:Co処

捌soo70η6)」 と 「ハ シブ トガ ラ ス(学 名:

Coγ㍑s初 σ6zo7勿 π6勿s)」 で あ る。 じつ は 「カ

ラス」 とい う名 の鳥 は存在 しない。 「カ ラス」
ぞくめい

という呼 び名 は 「属名」である。属名 とはな
むずか

んていった ら難 しく感 じるか もしれない。っ

まり、カラス全体 の呼び名 といった方が分か

りやすいか もしれない。正確 に呼ぶのな ら、

写真1ハ シボソガラス

写真2ハ シブ トガラス

「ハ シ ボ ソガ ラス」・「ハ シブ トガ ラ ス」といわ

な けれ ば な らない のだ が、こ こで は略 して「ボ

ソ」 「ブ ト」 と呼 ぶ こ とにす る。

「ボソ」と 「ブ ト」の違い

ボソとブ トの違 い と一言でいって もそう簡

単 には区別 で きないのが普通である。 そ もそ

も2種 類い ることさえ知 られていないのが現

状である。 さて、では違 いについて説明 して

みよう。

表1に ボソとブ トの特徴 を簡単に比較 して

みたが、 これで区別で きるようになるのは難

しいので、あ くまで も参考 にして もらえた ら
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表1ハ シボソガラスとハシブ トガラスの簡単な見わけかた

ボ ソ(ハ シ ボ ソガ ラス) ブ ト(ハ シ ブ トガ ラス)

くちば しが細 くて小 ぶ り くちば しが太 くて大 きい

くちば しか らおで この ラ イ ンが なだ らか くちば しか らおで この ライ ンが 出 っ張 って い る 上 階(上

の くち ば し)が 盛 り上 が って い る

お じ ぎをす る ように鳴 く 体を上下に動かしながら鳴く

鳴 き声 は しわ がれ て いる 鳴 き声 は澄 んで い る

歩 いて採食 す る こ とが多 い ピ ョンピ ョン と飛 び はね る こ とが多 い

おおがら

よい と思 う。 ボ ソで も大柄 で くち ば しが太 目

の カラ ス もいれ ば、 ブ トで も くちば しが小 ぶ

りなカ ラス もい る。 ブ トのお で この 出 っ張 り

は筋 肉 な の で ペ ッタ リ と し て い る と き もあ

る。 この状 態 だ と、 ボ ソだ と思 って しま う人

も多 いようである。ボソとブ トでは見た目の

違いだ けではな く行動 にも違いがある。行動

の違 いは文字ではなかなか表現出来 ないのが

残念で ある。だたし、2種 ともに基本的 な行

動にはそんなに違いはない。

食べ物について

「カラスはゴ ミばか り食 べてい る」と思 って

いる人が多いのではないだろうか?ゴ ミス

テー ションのゴ ミを食べてい る姿 を見て しま

うと、 まるでそれが カラスの食生活 のすべて

かのように思って しまうの も無理 はない。 し

か し、本当 にカラスはゴミばか り食 べて生 き
おお ま ちが

ているのだ ろうか?答 えは 「大間違 い」で
ふ だん

あ る。 じゃ、普段カラスは何 を食べているの

か というと「木の実」「昆虫」「小動物や小鳥」

である。基本 的にカラスは何で も食べること
ざ っし ょく

が で き る 「雑 食 性 」で あ る。 もち ろん好 き嫌

い もあ る。 カラ ス もほか の野 鳥 と同 じ ように

季節 に よって食 べ る物 が変 わ って くる。

こ こで一・つ伝 えて お きた い ことが あ る。 カ
ざんこく

ラスが小鳥 を食べ ることを「残酷だ」と思 って

い る人 も多 いか もしれない。 しか し、 これ は
しょくもつれん さ

「食 物連鎖」 といって、野生動物が生 きて行
おきて

くうえで避 けられない掟である。食物連鎖の

うえに立 ってい るカラスはほかの小鳥 を食べ

ることによって生息数の調整 になっている。
くず

これ が崩 れ て し まった ら、(一・部 の小 鳥 が異 常
せいたいけい

に増 えて?)生 態系 自体が壊れて しまうだろ

う。カラス も 「オオタカ」な どの大型のワシ

類 に食 べ られ てい るの を ご存 じだ ろ うか?
む てき

カラスは無敵だ と思、ってはいないだろうか?

ち ょっと話 が横道 に反れてしまった……。

カラスは春か ら夏 にかけては主 に幼虫やほ

かの鳥 を食 べることが多い。幼虫 はカラスに

どうぶつせいたんぱくしつ

とっては動物性蛋 白質 を得 ることがで きる貴

重な食糧源(エ サ)で ある。 また幼虫 は子育

てしているときには欠かせない。 ヒナへ与 え

る食べ物の多 くが幼虫である。
ばん か

晩夏 か ら秋冬 にか けて はお もに木 の実 を食

べ て い る。 カ ラスが木 の実 を食 べ て い る姿 を

見 た こ とが ない人 もい るだ ろ う。人 気 の あ る

木 の実 は「ク ワ」 「イチ イ」 「クル ミ」 「ハ リギ

リ」 「ツタ」 「ニ ガ キ」 「ナ ナ カマ ド」な どな ど

あ げた らき りが な い(写 真3、 写真4)。 カ ラ

写真3ク ル ミをくわえるハシボソガラス

写真4ホ オノキの実を食べるハシブ トガラス
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スが木に群がった りぶ ら下が った りして実を

食べている姿はじつにほほえましい。 ボソが

クル ミを道路 に落 として食べているようす も

面 白い。 また松 ぼっ くりも大好物である。大

きな松 ぼっ くりの奥 にある種 を上手に取 り出

せ るのはブ トの方である。 ブ トは大 きい くち

ば しと力 を使 って上手 に実だ けを食べ ること

がで きる。秋 は木 の実のほかに昆虫 も食べる

ことができる。秋 は食 べ物が一番豊富か もし
ふん

れない。カラスが木の実 を食 べて、種 を糞 と
はいせつ め ぶ

ともに排泄することによって植物たちは芽吹

くこ とが で きる。

た しか に、冬 に な る とエ サ不 足 にな り、 ゴ
い ぞん

ミに依存する機会 も多 くなっているのは間違
ちょ しょ く

いない。 しか し、カラスは 「貯 食 といって食

べ物 を隠す習性 がある。食べ きれなかった物
か く

は隠 しておいて後で食 べるのである。食 べ物

をむだにしない という点で はカラスのほうが

上手 だ といえるだろう。真冬 になって も木の

実 は残 っているし、我々が気づいていないだ

けで越冬 してい る昆虫をちゃん と見 つけて食

べている。

灘.身 だ しなみについて
ぎょうずい

「カラスの行 水」 とい う言葉 を知 ってい ま

すか。意味 は「入浴時間が短い というた とえ」

であ る。カラスの場合 は入浴 ではな く 「水浴

び」だ(写 真5)。 本当にカラスって水浴び時

間が短 いのだ ろうか?答 えは 「大間違 い」

だ。 カラスが水浴 びをす る理 由には2つ が考

えられ る。一つは 「体 をきれいにすること」

と 「体温調整」である。体 をきれいにする と

い うのは人間 と同 じである。 カラスの水浴び

を観察 していると、一度水浴 びをしたあ とに
はつ くろ

羽繕 い(羽 を整 えること)を したか と思 うと、

また水浴 びをすることが多い。 と くに夏 にな

ると、体温調節 とい うことでは何度 も繰 り返

したほうが効果的である。水浴びは年中行わ

れていて、川にた くさんのカラスが集 まって

水浴 びをしている姿はまるで 「大浴場」の よ

うである。水浴 び後 には体か ら湯気が出てい

ることがあるので機会があった ら観察 して欲

しい。冬 は水浴び と同 じように 「雪浴 び」 も

やっている。雪浴び している姿は雪で遊んで

いるようにも見 える。
ぎ よく

カラスは水浴びのほかに も 「蟻浴」や 「日

光浴」 もや る。蟻浴 とはア リの巣の上 に座 っ
ぎ

て自分 の体 の中を歩かせて、ア リが出す 「蟻
さん

酸」 を体全体 につけるので ある。ア リに触 る

と、ア リは酸味のある匂 いがする液体が出す

のだが、 これが 「蟻酸」であ る。蟻酸 を体 に

つけると、寄生虫が寄ってこない効果がある

といわれている。 じっ くり観察 していると、

写真5ハ シブ トガラスの水浴び

写真6ハ シボ ソガラスの日光浴

いっせき に

カ ラ ス は ア リを食 べ て もい て ま さ に一 石 二
ちょう

鳥である。蟻浴 は夏の晴れた 日が もっ とも観

察 しやすい。ア リの活動期が終わ ると、蟻浴

は見 られな くなる。 日光浴 は砂場 や芝生な ど

の 日のあた る場所 で翼 を広 げて行 う(写 真

6)。この ときのカラスは目が とろん として く

ちばしを半開 きに し、怪 しげな顔 つ きになっ

ている。
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繋櫃(子 育て)に ついて
す つく

カラスは3月 下旬 か ら巣造 りをはじめる。

巣造 りはオス とメスが共同で行 い、土台 には

太 目の枝や針金 のハ ンガーな どが使われる。

中になればなるほ ど使 う枝 は細 か くなって く
さん ざ

る。「産座(卵 を置 く部分)」 は犬 の毛やシュ

ロ縄 など柔 らか く保温性が よい物 を使 う。細

かい部分や産座 はオスが巣材 を渡 してメスが

作 る。メスは巣 に入 ってお腹のサイズ を合わ

せ るようにして ピッタ リサイズ に仕上げる。

巣が完成 した ら3個 か ら6個 の卵 を産 んで
ほうらん

抱卵(卵 を温める)を 始め る。抱卵 はメスだ

けが行い(写 真7)、 オスは巣の周辺 を見張 り

メスに食 べ物 を運ぶ。約20日 間で卵か らヒナ
ふ か

が出て くる。艀化 したばか りの ヒナは丸裸で

目も開いていない状 態である。10日 か ら2週

間 もする と、 目が開 き、体 に黒い羽が生 えて

くる。巣立 ちまでの約35日 間は親 に食べ物 を

もらって大 きくなる。オス とメスが協力 して

ヒナ に食 べ物 を与 える。水 も食 べ物 といっ

しょに与 えてい る。

ヒナはまだ自分で フンをする ことがで きな

いので、親 がお尻 の部分 を刺激 して薄皮に包

まれたフンを出 させて巣 の外に捨てる。巣 の

中が汚 くなる と寄生 虫 な どが発 生 して し ま
き れい

い、 ヒナの成長 によくないのでつねに綺麗 に

している。 ヒナの巣立ちが近 くなると、巣 か

ら食べ物 をねだる声が聞 こえて きて、羽 ぼた

きをしてい る姿が見 えて くるようになる。
す だ

鳥の巣立ち とい うと、巣か ら一気に大空へ

飛 び立 つシー ンを想像す るのではないだろう

か?カ ラスの巣立 ち も同 じだ と思 うのが普

通 か もしれない。しか し、カラスの巣立 ちは決

写真7ハ シボソガラスの巣。抱卵 しているメス

写真8巣 立ち したハシブ トガラスのヒナ

か っこ う

して格好 よ く飛び立つのではな く、巣か ら隣

の枝 にち ょこっと移動するくらいである。巣か

ら移動 して もしば らくは静かに過 ごし、枝か

ら枝へ移動 しなが ら飛ぶ練習をはじめる。「ヒ

ナは親 よ り小 さい」 とい うイメー ジが あるよ

うだが、 ヒナが親 よ り小 さいのはお もにカモ

類な どで ある。カラスの ヒナは親 とあま り変

わ らない大 きさで、尾羽が短 くて羽 のツヤ も

ない(写 真8)。 巣立 ったばか りの ヒナの 目は

ブルーで 口の中は真 っ赤 である。 この2っ が

親 とヒナの区別 には重要なポイン トである。一
きら

カラスが嫌われ る理 由の一つに 「襲 って く

る」 とい う人が多い。 カラスは人が嫌いだか

ら、攻撃 して くるのだろうか?答 えは 「大

間違 い」である。 カラスが人 に攻撃 をして く

るのは、「ヒナを守 りたい」という親心か らで

ある。子育 て中 のカ ラスは とて も神 経質 に

なっていて人 にその気がな くて も巣や ヒナに
こうげき

近寄 っただ けで攻撃的 になって しまうことが

ある。では、ボソとブ トではどの くらい攻撃

性が違 うのかを表2に 示 したので参考 にして

欲 しい。

表2に 示 したように、ボ ソとブ トでは攻撃
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表2ハ シボソガラスとハシブ トガラスの攻撃性の比較

繁殖状況 ハ シ ボ ソガ ラ ス ハ シ ブ トガ ラス

造 巣期*1 攻撃性なし 攻撃性なし

抱 卵前 期*2 攻撃性なし 攻撃性なし

抱卵後期 攻撃性なし 攻撃性なし

育 雛前 期*3 攻撃性なし
ふ か

艀化直後に少し神経質になりじっと見つめると警戒鳴きをする場合がある

育雛後期 攻撃性なし
きゅうじ

と くに ヒナ への給 餌後 に神 経質 にな る場 合 が あ る

巣立ち直前 少 し鳴 く
い かく

威嚇 鳴 きや低 空飛 行*4を す る場 合 が ある

巣 立 ち直後 ～10日 少し鳴く ヒナに近寄ると威嚇行動を取る場合がある

巣立ち後2週 間～ 攻撃性なし 人の行動を気にするが、威嚇などの行動はほとんど見られない

*1そ うそ う き=巣 を造 って い る期 間

*2ほ う らんぜ ん き=卵 を温 めて い る期 間の 前半

*3い くす うぜ ん き=巣 の 中で ヒナを育 てて い る期 間 の前 半

*4て い くうひ こ う=人 の後 か ら頭 ス レス レに飛 んで くる

性 の違 いが はっ き りとわか る。ボ ソの場 合 は、

人 を攻 撃 す る こ とは ほ とん どな い と思 って い

て まちが い は ない。 しか し、 そん な お とな し
いや

いボソで も人の方か らつね に嫌が らせ をされ

ていた ら切 れて しまうこともある。人間だっ

て何度 も嫌 な ことをされた ら切れて しまうこ

とがあるのだか ら、カラス も人間 もその点 は

同 じである。

カラスに攻撃 されたか らといって石 を投 げ

っ けた り、枝や棒 を振 り回 して追 い払お うと

した りす るのは、か えって逆効果 である。 ま
てっき ょ

た、巣の撤去 はカラスに刺激 を与 え、人間 に

対 する不信感 を高め るだ けで効果 はない とい
はんしょくき

える。カラスは繁 殖期であれ ば何度 も巣 を造
えいそう

りなおすので、撤去すればす るほ ど営巣期間

を長引かせ ることになる。 また、安易 な巣 の

撤去 は一時的な攻撃 回避 に しかな らない。撤

去 を繰 り返 し行 うと、早い時期か ら攻撃 を始

めてしまうようになる場合が多い。巣 の撤去

はか ってに行 うと、法律(鳥 獣保護法)に ふ

れる場合があるので注意が必要で ある。

カラスの記憶力の良 さは十分 に知 られてい

るだ ろう。石や枝 などでカラスを攻撃する と、

顔 を覚 えられてしまうので次か らはその人が

現れただけで攻撃 されて しまうようになる。

ここでさらにカラスに攻撃 を くわ えて しまう

と、カラスの攻撃 は激化 して しまい どうに も

な らな くな る。攻撃対象が決 まった人物 だけ

な らよいのだが、見た 目が似 てい るような人

じん い てき ひ がい

にまで攻撃 して しまう。 これは「人為 的被害」

といえると思 う。最初 に攻撃 を くわえた人物

がいなければ、関係ない人 まで攻撃 される こ

とはなかった はずだか ら……。

では、カラスの攻撃 を避 ける方法 はないの

か?と い うと……じつはあ る。攻撃 を 「止め
さ

させ る」ので はな く 「避 ける」方法である。

カラス に攻撃 をされた人な らおわか りか と思

うが、カラスは後か ら足で蹴 って くる場合が

多い。 カラス に近 寄って こられた ら、「腕 を

まっす ぐに上 げて動 かさない」 とい う方法で

ある。わか りやす く表現 する と、横 断歩道 を

渡 る ときに腕 を上 げ るの と同 じポーズで あ

る。効果がある理 由 としては、カラスが頭 を

蹴 るためには人 に近寄 らない とならない。 し

か し、 この ときに腕がある と翼がぶつかって
つばさ

しまう。カラスに限 らず、鳥は翼が とて も大

切である。大切な翼 を傷 めるような ことは避

けようとす る。 したがって、腕の上 を飛ぶ し

かな くな るので蹴 られな くて すむわ けで あ

る。指先 に触れ ることはあるが、頭 を蹴 られ

るよ りはずっ とマシだ と思 う。ただ し、 ここ

で大事 なことは、絶対 に腕 を動か してはいけ

ない とい うことだ。腕 を動かす と、 カラス自

身が 「人 に攻撃 された」 と思 って しまい、 さ

らに攻撃性 が ひ ど くなって し まうか らであ

る。腕 を上 げるのは最終手段であ り、その前

にカラスの巣があるのがわかっていた り、騒

いでいる声が聞 こえた りした ら、その場 を避
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けて通 るほうが良い。カラスが神経質 になる

期間 は巣立ち前後2週 間ていどで ある。 その

期間だけで も優 しい気持 ちになって人 のほう

で気づ かい をして もよいので はな いだ ろう

か?カ ラスだって子供 を守 りたい一心なの

だか ら……。

鱒1カ ラスの家とお宿
「カラスは巣 に住んでいる」と思 っている人

が多いが、 はた して本当だろうか?答 えは

「大間違い」である。巣 は子育ての ときだけに

使 い、その後 は使わな くな る。「カラスがた く

さん集 まっていて このまま住んでしまうので

はないか?」 と聞かれ ることがあるが、決 し

てそんな ことはないので安心 して欲 しい。カ
なわ ば

ラスは一定の広 さの 「縄張 り(人 間生活 に例

える と、敷地)」を持 っている。その縄張 りの

中に巣 を造 り、子育 てをしてい る。巣 自体 は

使わ な くなって も縄張 りは捨て ることが ない

ので、基本的にカラスがいな くなることはな

い。っ まり、巣 を撤去 して もカラスはいな く

な らないのである。

それ と、 カラスは集団で寝 る習性があ り、
ねぐら

これを 「塒」と呼ぶ。春か ら夏にか けての子

育 ての時期 は自分の巣の周辺で寝 るのだが、
ねぐら

秋 になると塒に行 くようになる(写 真9)。 夕

方になると一定方向ヘ カラスが飛 んで行 く姿
ねぐら

を見た ことがある と思 う。カラスが集団で塒

を作 る理 由はい くつか考 えられ る。「天敵か ら
っがい

身 を守 る」「番(結 婚相手)相 手 を見 つける」

「情報交換」とあ る。 どれ も絶対 とはい えない

が、あるてい どは当たっているか もしれ ない。
ね ぐら

カラスの塒 にな る条件 として、「北西風 な どの

写真9塒 に集 まったカラスたち

風 が避 け られ る」 「暖 かい」とい うこ とが大 き

いだ ろ う。 ほか に もい ろい ろ とあ るのだ ろ う

け ど本 当の と ころは カ ラス に聞 いて み ない と

わか らな い。
ぶ き み

「カラスが真っ黒 に集 まるか ら不気味」だ と

いって、騒音 を立てた り、物 を投 げつけた り

して追い出そ うとしている人がいるが、やめ

たほうがよい。 なぜ なら、 カラスを追 い立 て

ると一斉 に大騒 ぎをして大量のフンをまき散

らす ことになる。早 く静 かになって もらいた

いのな ら何 もしないで、そ うっとしてお くの

が一番である。 そうすれば、暗 くなると同時

にまるでカラスなんていないみたい に静かに

なる。

麟 カラスとともに
長 々 とカラスについてお話 したのだが、 こ

れがすべてで はない。 これ を読んで、カラス

の大 まかな習性 を理解す るきっかけになって
うれ

もらえた ら嬉 しいか ぎ りで あ る。 カ ラス は野

鳥 で あ る。 「害 鳥 」とい われ て しま う こ とが 多

いが、 「害 鳥」とは人 間 のつ こ うに よって作 り

出 された言葉であって、 このような分類が存

在 するわけではない。人 とカラスの関係 はこ

れか らも続 いてい くに違いない。「カラスを色

眼鏡で見 る人 が いな くなって くれ た らいい

な あ」 と思 いなが ら、 これか らもカラスを見

続 けたい と思 う。
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